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野
良
猫
や
タ
ヌ
キ
な
ど
の
動
物

の
死
骸
処
理
は
、法
律
に
よ
り
、そ

の
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●▼
感
染
症
や
寄
生
虫
の
リ
ス
ク
が

あ
る
た
め
、素
手
で
触
っ
た
り
、子

ど
も
や
ペ
ッ
ト
を
近
づ
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
▼
他
の
人
の
土

地
や
公
共
の
場
所
に
運
ん
で
捨
て

た
り
埋
め
た
り
す
る
こ
と
は
、不

法
投
棄（
法
律
違
反
）に
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
▼
カ

モ
シ
カ
な
ど
の
天
然
記
念
物
は
対

応
が
異
な
り
ま
す
の
で
、お
近
く

の
総
合
支
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

※
自
身
で
の
処
理
が
難
し
い
場

合
は
、一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許

可
業
者
へ
依
頼（
有
料
）し
て
く

だ
さ
い

※
死
骸
処
理
の
際
の
準
備
物
や
手

順
、自
身
で
の
処
理
が
難
し
い
場

合
の
主
な
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許

可
業
者
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

原
油
価
格
・
農
業
資
材
等
の
物

価
高
騰
お
よ
び
子
牛
価
格
下
落
に

よ
り
、農
林
業
経
営
に
影
響
・
被
害

が
あ
っ
た
農
林
業
者
が
借
り
入
れ

し
た
農
林
業
災
害
対
策
資
金
に
対

し
て
、利
子
補
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、経
営
の
安
定
と
維
持
を
支
援

し
ま
す
。

３
・
10
％

５
年
以
内
。た
だ
し
、

個
人
で
１
５
０
万
円
を
超
え
る
貸

付
の
場
合
は
７
年
以
内

６
０
０
万
円（
農
林

業
所
得
が
総
所
得
の
過
半
に
満
た

な
い
場
合
は
３
０
０
万
円
）ま
た
は

影
響
額
か
ら
共
済
金
な
ど
の
額
を

減
じ
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

令
和
９
年
２
月
26
日

（
金
）

市
内
の
農
業
協
同
組

合
、銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組
合

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
農
業
経
営
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

10
月
４
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

海
老
喜
ホ
ー
ル（
国
登
録

有
形
文
化
財 

海
老
喜
旧
醤
油
仕

込
み
蔵
）50

人無
料９

月
27
日（
日
）

左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

東
北
工
業
大
学
建

築
学
科
中
村
研
究
室

☎
０
２
２（
３
０
５
）３
６
１
１

　

主
藤
安や

す

子こ

さ
ん（
東
和
町
・
再

任
）、千
葉
幸こ

う

毅き

さ
ん（
東
和
町
・
再

任
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。人

権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関
す
る

相
談
を
は
じ
め
、学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
園
な
ど
で
人
権
教
室
を
開
催

し
、命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
家
庭

内
暴
力
、い
じ
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
誹
謗
中
傷
、近
所
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、人
権
侵
害
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
り
、困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
場
合
に
は
、一
人
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

月
〜
金
曜
日
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

➊
　

調
査
結
果
を
分
析
し
、各
教
科

の
課
題
を
把
握
。授
業
や
家
庭
学

習
で
具
体
的
な
指
導
改
善
に
努
め

ま
す
。

➋
　

児
童
生
徒
の
特
性
に
応
じ
た
個

別
学
習
と
、共
に
学
ぶ
協
働
的
な

学
習
を
融
合
さ
せ
、一
人
一
人
が

「
分
か
っ
た
！
」「
で
き
た
！
」を
実

感
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

➌
　

学
び
直
し
や
家
庭
学
習
の
充
実

に
向
け
て
、デ
ジ
タ
ル
教
材
や
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

市
の
全
教
職
員
が
一
体
と
な

り
、児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

教
育
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

　

４
月
23
日
に
、小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。（
中
学
校
英
語
は
４
月
20

日
〜
５
月
29
日
の
期
間
内
に
実
施
）

●▼
小
学
校
＝
国
語
、算
数
▼
中
学

校
＝
国
語
、数
学
、英
語
▼
児
童
生

徒
質
問
調
査（
学
習
意
欲
、学
習
方

法
や
環
境
、生
活
面
な
ど
）

●
　

教
科
と
児
童
生
徒
質
問
調
査
の

結
果
は
、左
記
の
表
の
と
お
り

●
　

市
は
、「
登
米
市
学
習
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」に
基
づ
き
、全
て
の
学
校

で「
よ
り
分
か
る
授
業
づ
く
り
」を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、以
下
の
３
つ
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

特
例
申
請
▼
産
前
産
後
免
除
該

当
届
▼
口
座
振
替
納
付（
変
更
）

申
出
兼
還
付
金
振
込
方
法（
変

更
）申
出
▼
口
座
振
替
辞
退
申
出

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

国
民
年
金
の
左
記
の
手
続
き

は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

し
て
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
国
民
年
金
被
保
険
者
の
資
格

取
得（
種
別
変
更
）の
届
出
▼
付

加
保
険
料
納
付（
辞
退
）申
出
▼

付
加
保
険
料
納
付
該
当（
非
該

当
）届
▼
国
民
年
金
保
険
料
免

除・納
付
猶
予
申
請
▼
学
生
納
付
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